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持続可能なバイオマス利活用

持続可能なバイオマス利活用システム

①ベトナム南部における持続可能な地域農業・バイオマス産業の融合
（ホーチミン市工科大（ベトナム）などとのJICA–JSTプロジェクト：2009–2014）

・伝統的農法ＶＡＣにおける物質・エネルギーフロー解析
・稲わら等からのバイオエタノール生産と家畜排せつ物等からの
バイオガス生産を中軸とするバイオマスタウン構築
・環境負荷解析と持続可能性のシステム診断

②千葉県北東部におけるバイオマス利活用実証プラントの構築と運営
・バイオガスの分離精製、吸着貯蔵、車両・民生燃料としての実用化
・メタン発酵残さの農地還元および有価物の生産
・過熱水蒸気乾留や蒸煮爆砕によるバイオマスからの固体燃料や
工業原料の生産

・ 持続可能なバイオマスタウン設計支援ツールの開発と応用

地域の種々のバイオマスを、地産地消型でバイオ燃料（地燃料）やバイオ資材（地モノ）として利活用する
バイオマスタウンというシステムを提案し、その具現化に向けた実証プラントの設計・稼動・運営、およびその
要素技術などの開発を行っています。

ホーチミン市工科大のバイオマス施設・プラント

千葉県・香取市のバイオマス施設・プラント

バイオガストラック堆肥化センター

バイオマスプラント全景

機能性炭素ナノ材料の開発と
環境技術への応用

高い機能性が期待されるプレートレットカーボンナ
ノファイバー等の大規模合成とガスセンサー、バイオ
センサーへの応用を検討しています。

・PEGの熱分解を利用した簡便・安全な
炭素ナノ材料合成法の開発

・新規炭素ナノ材料を利用したガスセンサー

プレートレットカーボンナノファイバー プレートレットカーボンナノファイバーを
利用したアンモニアガスセンサー


